
〜文化財行政のあらまし〜

文化庁文化財部
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「
文
化
財
」の
種
類

文
化
財
は
、
我
が
国
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
生
ま

れ
、
育
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴

重
な
国
民
の
財
産
で
す
。

社
寺
や
民
家
な
ど
の
建
造
物
、
仏
像
、
絵
画
、
書

画
、
そ
の
ほ
か
芸
能
や
工
芸
技
術
の
よ
う
な「
技

（
わ
ざ
）」、
伝
統
的
行
事
や
祭
り
、
あ
る
い
は
長
い

歴
史
を
経
て
今
に
残
る
自
然
の
景
観
、
歴
史
的
な
集

落
、
町
並
み
な
ど
も
文
化
財
に
含
ま
れ
ま
す
。

文
化
財
保
護
法
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
、
次

の
よ
う
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

■
有
形
文
化
財　

建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸

品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
な
ど
で
歴
史
上
又
は
芸

術
上
価
値
の
高
い
も
の
や
、
考
古
資
料
及
び
そ
の
他

の
学
術
上
価
値
の
高
い
歴
史
資
料
を
有
形
文
化
財
と

呼
び
ま
す
。

こ
の
う
ち
、「
建
造
物
」以
外
の
も
の
を
総
称
し

て「
美
術
工
芸
品
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

■
無
形
文
化
財　

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
そ
の
他

の
無
形
の
文
化
的
所
産
で
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価

値
の
高
い
も
の
を
無
形
文
化
財
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
わ
ざ
」を
体
得
し
た
個
人
又
は
団
体
に
よ
っ
て
体

現
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
民
俗
文
化
財　

衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中
行

事
等
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
、
民
俗
技
術

や
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、
器
具
、
家
屋
な
ど

で
生
活
の
推
移
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
を
民
俗
文
化
財
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

■
記
念
物　

貝
塚
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
、
旧
宅

な
ど
の
遺
跡
で
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も

の
や
、
庭
園
、
橋
梁
、
峡
谷
、
海
浜
、
山
岳
な
ど
の

名
勝
地
で
芸
術
上
又
は
観
賞
上
価
値
が
高
い
も
の
、

文化財とは何か

さ
ら
に
は
、
動
物
、
植
物
、
地
質

鉱
物
で
学
術
上
価
値
が
高
い
も
の

を
記
念
物
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

■
文
化
的
景
観　

地
域
に
お
け
る

人
々
の
生
活
や
生
業
、
地
域
の
風

土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で

我
が
国
民
の
生
活
や
生
業
の
理
解

の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
を
文
化
的
景
観
と
呼
ん
で
い
ま

す
。

■
伝
統
的
建
造
物
群　

周
囲
の
環

境
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
伝
統
的

な
建
造
物
群
で
価
値
の
高
い
も
の

を
、
伝
統
的
建
造
物
群
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
の
う
ち
、
重

要
な
も
の
を
重
要
文
化
財
、
重
要

無
形
文
化
財
、
重
要
有
形
・
無
形

民
俗
文
化
財
、
史
跡
、
名
勝
、
天

然
記
念
物
等
と
し
て
国
が
指
定
・

選
定
・
登
録
し
、
重
点
的
に
保
護

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
重
要
文
化
財
の
う
ち
特

に
価
値
の
高
い
も
の
を
国
宝
に
、

史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物
の
う

ち
特
に
重
要
な
も
の
を
特
別
史

跡
、
特
別
名
勝
、
特
別
天
然
記
念

物
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
土
地
に
埋
蔵
さ

れ
て
い
る
文
化
財
を
埋
蔵
文
化

財
、
文
化
財
の
保
存
・
修
理
に
必

要
な
伝
統
的
な
技
術
・
技
能
を
文

化
財
の
保
存
技
術
と
呼
び
、
保
護

の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

国指定等文化財の件数� 平成29年8月1日現在　

指定	 国宝・重要文化財
国　宝 重要文化財

美
術
工
芸
品

絵画 160件 2,010件
彫刻 131件 2,699件
工芸品 253件 2,452件
書跡・典籍 225件 1,906件
古文書 60件 763件
考古資料 46件 626件
歴史資料 3件 198件

　計 878件 10,654件
　建造物　　　　　　　 282棟 223件 4,935棟 2,474件

　合　計 1,101件 13,128件
　注　重要文化財の件数は国宝の件数を含む

指定	 史跡名勝天然記念物
特別史跡 61件 史跡 1,784件
特別名勝 36件 名勝 402件
特別天然記念物 75件 天然記念物 1,024件
� 計 172（162）件 � 計 3,210（3,096）件
注　史跡名勝天然記念物の件数は特別史跡名勝天然記念物の件数を含む
　　史跡名勝天然記念物には重複指定があり、（　）内は実指定件数を示す

登録	 登録記念物
99件

選択	 記録作成等の措置を講ずべき無形文化財
91件

選択	 記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財
628件

指定	 重要無形文化財
各個認定 保持団体等認定

指定件数 保持者数 指定件数 保持団体等数
芸能　　 37件 54人（54） 13件 13団体
工芸技術 39件 58人（57） 14件 14団体
 計 76件 112人 （111） 27件 27団体

　注　保持者には重複認定があり、（　）内は実人員数を示す

指定	 重要有形民俗文化財
220件

指定	 重要無形民俗文化財
303件

選定	 重要文化的景観
51件

選定	 重要伝統的建造物群保存地区
115地区

選定	 選定保存技術
保持者 保存団体

46件 54人 32件 34団体（31団体）
　注　保存団体には重複認定があり、（　）内は実団体数を示す

登録	 登録有形文化財（建造物）
11,263件

登録	 登録有形文化財（美術工芸品）
14件

登録	 登録有形民俗文化財
42件



文化財の体系図

文化財愛護シンボルマーク
日本建築の重要な要素であ
る斗栱（ときょう：組物）をイ
メージしたもので、3つ重ね
ることにより、文化財を過
去・現在・未来にわたり永遠
に伝承していくという愛護精
神を表現したものです。

重要なもの

重要なもの

重要なもの

保存と活用が特に必要なもの

保存の措置を講ずる必要があるもの

保存と活用が特に必要なもの

特に重要なもの

特に重要なもの

特に価値の高いもの

保存と活用が特に必要なもの

特に重要なもの
特に必要のあるもの

指定

指定

指定

指定

選択

選択

市町村が決定

都道府県又は
市町村の申出
に基づき選定

指定

指定

指定

選定

登録

選定

指定

登録

登録

重要文化財

重要無形文化財

記録作成等の措置を
講ずべき無形文化財

重要有形民俗文化財

重要無形民俗文化財

登録有形民俗文化財

特に必要のあるもの

記録作成等の措置を
講ずべき無形の民俗文化財

史跡 特別史跡

名勝 特別名勝

天然記念物

登録記念物

重要文化的景観

特別天然記念物

登録有形文化財

国宝

無形文化財

民俗文化財

記念物

文化的景観

伝統的建造物群 伝統的建造物群
保存地区

重要伝統的建造物群
保存地区

文化財の保存技術

埋蔵文化財

選定保存技術

特に価値の高いもの

文化財の保存に必要な材料や用具の生産・製作、
修理・修復の技術等

土地に埋蔵されている文化財

宿場町、城下町、農漁村等

建造物
美術工芸品　絵画、彫刻、
工芸品、書跡・典籍、古文
書、考古資料、歴史資料

有形の民俗文化財　無形の
民俗文化財に用いられる衣
服、器具、家屋等
無形の民俗文化財　衣食住・
生業・信仰・年中行事等に関
する風俗慣習、民俗芸能、
民俗技術

地域における人々の生活又
は生業及び当該地域の風土
により形成された景観地　
棚田・里山・用水路等

遺跡　貝塚、古墳、都城跡、
城跡、旧宅等
名勝地　庭園、橋梁、峡谷、
海浜、山岳等
動物、植物、地質鉱物

演劇、音楽、工芸技術等

有形文化財

文化財
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諮
問

調

　査

文
部
科
学
大
臣

文
部
科
学
大
臣

指
定
等

指
定
書
等
の
交
付

答
申

官
報
告
示

所
有
者
へ
の
通
知

調査依頼調査報告

文化財の指定・選定・登録を受けるまで

文化審議会
（文化財分科会）

専門調査会

活用

保存

指定等

文
化
庁
の
発
足

文
化
財
保
護
審
議
会
の
設
置

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
の
創
設

文
化
財
の
保
存
技
術
の
保
護
制
度
の
創
設

都
道
府
県
・
指
定
都
市
等

へ
の
権
限
委
譲
等

文
化
審
議
会
へ
の
改
革

埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
制
度
の
整
備

国
の
機
関
等
に
よ
る
遺
跡
発
見
の

場
合
の
特
例
制
度
の
創
設
や
工
事

中
の
遺
跡
発
見
の
場
合
の
保
護
制

度
の
整
備
等

民
俗
文
化
財
の
保
護
制
度
の
充
実

民
俗
資
料
を
民
俗
文
化
財
に
改

め
、重
要
民
俗
資
料
を
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
と
す
る
と
と
も
に
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
制
度

を
創
設

選
定
保
存
技
術
の
選
定
制
度
の

創
設

文
化
財
登
録
制
度
の
創
設

建
造
物
の
う
ち
、国
・
地
方
公
共
団

体
の
指
定
以
外
の
文
化
財
の
保
存

等
の
た
め
の
登
録
制
度
の
創
設

文
化
的
景
観
の
保
護
制
度
の
創
設

重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
制
度
の

創
設

民
俗
文
化
財
の
保
護
範
囲
の
拡
大

民
俗
技
術
を
保
護
対
象
化

文
化
財
登
録
制
度
の
拡
充

建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
、有

形
の
民
俗
文
化
財
及
び
記
念
物
に

も
登
録
制
度
を
拡
充

明
治
4
年

　太
政
官
布
告
・
古
器
旧
物
保
存
方

　明
治
30
年

　古
社
寺
保
存
法

　
　大
正
8
年

　史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

　
　
　昭
和
4
年

　国
宝
保
存
法

　
　
　
　昭
和
8
年

　重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律

昭
和
25
年

昭
和
29
年
改
正

昭
和
43
年
改
正

平
成
11
年
改
正

平
成
16
年
改
正

昭
和
50
年
改
正

平
成
8
年
改
正

文
化
財
保
護
法
の
制
定
文
化
財
保
護
委
員
会
の
設
置

国
の
指
定
制
度
の
改
正

（
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
2
段
階
区
分
）等

無
形
文
化
財
及
び

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
制
度
の
創
設

無
形
文
化
財
に
関
す
る
保
護
制
度
の
充
実

埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
保
護
制
度
の
充
実

民
俗
資
料
に
関
す
る
保
護
制
度
の
充
実

重
要
文
化
財
及
び
史
跡
名
勝
天
然

記
念
物
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の

を
国
宝
及
び
特
別
史
跡
、特
別
名

勝
、特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

無
形
の
文
化
的
所
産
及
び
埋
蔵
文

化
財
が
保
護
対
象
に
な
る

重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
制
度
の

創
設
及
び
無
形
文
化
財
の
選
択
制

度
の
創
設

有
形
文
化
財
の
類
型
か
ら
独
立
さ

せ
、埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
の

事
前
届
出
制
等
の
実
施

有
形
文
化
財
の
類
型
か
ら
独
立
さ

せ
、重
要
民
俗
資
料
の
指
定
制
度

及
び
無
形
の
民
俗
資
料
の
選
択
制

度
の
創
設

伝
統
的
建
造
物
群
及
び
こ
れ
と
一

体
を
成
し
て
そ
の
価
値
を
形
成
し

て
い
る
環
境
を
保
存
す
る
た
め
の

制
度
の
創
設

4

� 国宝　石清水八幡宮本社（京都府八幡市）

文化財の指定・選定・登録は、文部科学大臣が
文化審議会に諮問し、その答申を受けて行われ	
ます。

制
度
の
拡
充
が
随
時

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
文
化
財
」は
こ
の
よ
う
に
し
て

保
存
・
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
い
て
分
類
さ
れ
た
文
化
財
は
、

そ
の
分
野
に
最
も
適
し
た
方
法
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
法
は
、
昭
和
24
年
の
法
隆
寺
金
堂
壁

画
の
焼
損
を
契
機
に
、
日
本
最
初
の
文
化
財
保
護
の

た
め
の
統
括
的
法
律
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
従

来
の「
国
宝
保
存
法
」、「
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関

ス
ル
法
律
」、「
史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」等
を

統
合
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
制
度
の
拡
充
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
随
時

改
正
が
行
わ
れ
て
お
り
、
文
化
財
保
護
法
は
、
昨
今

の
社
会
情
勢
か
ら
、
年
々
そ
の
重
要
性
が
増
し
て
き

て
い
ま
す
。

文化財保護法の変遷

� 国の文化財の保護の
� しくみと取組



諮
問

調

　査

文
部
科
学
大
臣

文
部
科
学
大
臣

指
定
等

指
定
書
等
の
交
付

答
申

官
報
告
示

所
有
者
へ
の
通
知

調査依頼調査報告

文化財の指定・選定・登録を受けるまで

文化審議会
（文化財分科会）

専門調査会

活用

保存

指定等

文
化
庁
の
発
足

文
化
財
保
護
審
議
会
の
設
置

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
の
創
設

文
化
財
の
保
存
技
術
の
保
護
制
度
の
創
設

都
道
府
県
・
指
定
都
市
等

へ
の
権
限
委
譲
等

文
化
審
議
会
へ
の
改
革

埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
制
度
の
整
備

国
の
機
関
等
に
よ
る
遺
跡
発
見
の

場
合
の
特
例
制
度
の
創
設
や
工
事

中
の
遺
跡
発
見
の
場
合
の
保
護
制

度
の
整
備
等

民
俗
文
化
財
の
保
護
制
度
の
充
実

民
俗
資
料
を
民
俗
文
化
財
に
改

め
、重
要
民
俗
資
料
を
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
と
す
る
と
と
も
に
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
制
度

を
創
設

選
定
保
存
技
術
の
選
定
制
度
の

創
設

文
化
財
登
録
制
度
の
創
設

建
造
物
の
う
ち
、国
・
地
方
公
共
団

体
の
指
定
以
外
の
文
化
財
の
保
存

等
の
た
め
の
登
録
制
度
の
創
設

文
化
的
景
観
の
保
護
制
度
の
創
設

重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
制
度
の

創
設

民
俗
文
化
財
の
保
護
範
囲
の
拡
大

民
俗
技
術
を
保
護
対
象
化

文
化
財
登
録
制
度
の
拡
充

建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
、有

形
の
民
俗
文
化
財
及
び
記
念
物
に

も
登
録
制
度
を
拡
充

明
治
4
年

　太
政
官
布
告
・
古
器
旧
物
保
存
方

　明
治
30
年

　古
社
寺
保
存
法

　
　大
正
8
年

　史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

　
　
　昭
和
4
年

　国
宝
保
存
法

　
　
　
　昭
和
8
年

　重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律

昭
和
25
年

昭
和
29
年
改
正

昭
和
43
年
改
正

平
成
11
年
改
正

平
成
16
年
改
正

昭
和
50
年
改
正

平
成
8
年
改
正

文
化
財
保
護
法
の
制
定
文
化
財
保
護
委
員
会
の
設
置

国
の
指
定
制
度
の
改
正

（
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
2
段
階
区
分
）等

無
形
文
化
財
及
び

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
制
度
の
創
設

無
形
文
化
財
に
関
す
る
保
護
制
度
の
充
実

埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
保
護
制
度
の
充
実

民
俗
資
料
に
関
す
る
保
護
制
度
の
充
実

重
要
文
化
財
及
び
史
跡
名
勝
天
然

記
念
物
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の

を
国
宝
及
び
特
別
史
跡
、特
別
名

勝
、特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

無
形
の
文
化
的
所
産
及
び
埋
蔵
文

化
財
が
保
護
対
象
に
な
る

重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
制
度
の

創
設
及
び
無
形
文
化
財
の
選
択
制

度
の
創
設

有
形
文
化
財
の
類
型
か
ら
独
立
さ

せ
、埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
の

事
前
届
出
制
等
の
実
施

有
形
文
化
財
の
類
型
か
ら
独
立
さ

せ
、重
要
民
俗
資
料
の
指
定
制
度

及
び
無
形
の
民
俗
資
料
の
選
択
制

度
の
創
設

伝
統
的
建
造
物
群
及
び
こ
れ
と
一

体
を
成
し
て
そ
の
価
値
を
形
成
し

て
い
る
環
境
を
保
存
す
る
た
め
の

制
度
の
創
設

5

国宝　木造維摩居士坐像�
（宗教法人　光明宗法華寺）

史跡　慧日寺跡（福島県磐梯町）

文化財の指定・選定・登録は、文部科学大臣が
文化審議会に諮問し、その答申を受けて行われ	
ます。

●	 所有者、市町村への管理・修理の指導、 補助
●	 文化財である土地・建物の公有化に対する
市町村への補助

●	 現状変更等の規制、輸出制限
●	 課税上の特例措置の設定
●	 必要な記録作成とその周知
●	 環境保全

●	 所有者、市町村への文化財公開の指示、
命令・勧告、補助

●	 博物館・劇場等の公開施設、 文化財研
究所の設置と運営

文化財保護法の変遷

� 国の文化財の保護の
� しくみと取組
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旧
下
野
煉
化
製
造
会
社
煉
瓦
窯

近
代
化
遺
産
調
査
や
近
代
和
風
建
築
調
査
に
基
づ
く
重

要
文
化
財
指
定
の
推
進
や
登
録
文
化
財
制
度
の
導
入
に
よ
っ

て
、
文
化
財
と
し
て
扱
わ
れ
る
近
代
の
建
造
物
は
、
ず
い
ぶ

ん
と
人
々
の
身
近
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
文
化
財
と
な

り
、
地
域
の
財
産
と
し
て
見
直
さ
れ
る
こ
と
で
、
所
有
者
や

地
方
公
共
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
協
力
で
積
極
的
に
活
用

さ
れ
る
近
代
の
建
造
物
も
全
国
各
地
で
増
え
て
い
ま
す
。

栃
木
県
野の

木ぎ

町ま
ち

に
あ
る
旧き
ゅ
う
し
も
つ
け
れ
ん
が

下
野
煉
化
製せ
い

造ぞ
う

会が
い

社し
ゃ

煉れ
ん

瓦が

窯か
ま

は
、日
本
の
近
代
化
の
一
翼
を
担
っ
た
明
治
時
代
の
煉
瓦
工

場
の
一
部
で
国
内
で
完
全
な
形
で
残
る
希
少
な「
ホ
フ
マ
ン

式
円え

ん

形け
い

輪り
ん

窯よ
う

」の
煉
瓦
窯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、昭
和
54
年
に

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

煉
瓦
窯
は
、
昭
和
46
年
に
煉
瓦
の
製
造
を
止
め
た
あ
と
、

特
に
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
23
年
か
ら
始

め
た
保
存
修
理
工
事
に
あ
わ
せ
て
公
開
活
用
す
る
た
め
の

設
備
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
、
平
成
28
年
5
月
、
装
い
も

あ
ら
た
に
一
般
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
煉
瓦
窯
の
中
に
直

接
入
っ
て
、
煉
瓦
製
造
の
歴
史
を
体
感
し
な
が
ら
学
べ
る

施
設
と
な
っ
た
ほ
か
、
研
修
室
や
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
を

備
え
た
交
流
セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ
、
様
々
な
活
動
や
催

し
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、文
化
財
を
活
用
し
た
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
み

な
ら
ず
、地
域
観
光
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
人
々
に
親
し
ま

れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

箕
輪
城
跡

史
跡
で
は
、
文
化
財
の
価
値
を
確
実
に
維
持
し
た
上
で
、

そ
の
歴
史
・
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
現
地

で
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
っ
て
整
備
・

活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

箕
輪
城
跡
は
、
群
馬
県
高
崎
市
に
在
る
榛
名
山
の
東
南

麓
に
位
置
し
て
お
り
、
自
然
の
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
、

尾
根
上
の
曲
輪
を
城
の
中
心
軸
と
し
て
線
対
称
的
に
多
く

の
曲
輪
を
丘
陵
上
に
配
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
平
城
部
を

一
部
含
ん
だ
平
山
城
で
、
群
馬
県
の
戦
国
時
代
に
お
い
て

屈
指
の
規
模
を
誇
る
城
郭
で
あ
る
こ
と
か
ら
昭
和
62
年
に

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

整
備
に
お
い
て
は
、
箕
輪
城
跡
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る

空
堀
、
土
塁
、
曲
輪
等
の
保
存
整
備
を
中
心
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
城
の
特
徴
を
理
解
で
き
、
活
用
す
る
上

で
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
、
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
り
遺

構
の
現
存
状
況
が
良
好
で
あ
っ
た
郭
馬
出
西
虎
口
門
の
復

元
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。
復
元
さ
れ
た
城
門
は
、
伝
統

的
な
工
法
で
行
い
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
の
状
況

を
示
す
城
門
の
復
元
事
例
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

中
世
城
郭
の
復
元
例
は
極
め
て
少
な
く
、
こ
う
し
た
中
世

と
近
世
を
つ
な
ぐ
城
門
と
し
て
今
後
、
貴
重
な
整
備
事
例

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
の
一
端

を
担
っ
て
い
る
遺
跡
と
し
て
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
が

期
待
で
き
ま
す
。

犬
飼
の
舞
台

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
通
常
利

用
に
よ
る
公
開
や
博
物
館
等
で
の
展
示
な
ど
が
中
心
で
す

が
、
近
年
、
よ
り
積
極
的
な
動
き
も
み
ら
れ
ま
す
。

徳
島
市
八
多
町
に「
犬
飼
の
舞
台
」と
い
う
人
形
舞
台
が

あ
り
ま
す
。
徳
島
県
と
い
え
ば
、
こ
の
種
の
農
村
舞
台
が

多
数
現
存
す
る
地
域
で
、
か
つ
て
は
盛
ん
に
人
形
浄
瑠
璃

が
演
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
な
か
で
も
犬
飼
の
舞
台

は
、
原
形
構
造
を
留
め
、
襖
カ
ラ
ク
リ
と
い
っ
て
、
い
く

つ
も
の
襖
絵
を
操
っ
て
多
彩
な
舞
台
背
景
を
展
開
す
る
と

い
っ
た
、
当
地
特
有
の
舞
台
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
十
年
に
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
補
う
形
で
、
平
成
十
一
年
に
は「
阿

波
の
襖
カ
ラ
ク
リ
の
習
俗
」が
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず

べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
、
大
阪
芸
術
大
学
の
学
生
た
ち
が
新
た

な
試
み
に
挑
戦
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
舞
台
を
使
っ
て
、

現
代
版
襖
カ
ラ
ク
リ
の
舞
台
作
品
を
上
演
し
た
の
で
す
。

妖
怪
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で
、
シ
ナ
リ
オ
は
同
大
教
授

の
浜
畑
賢
吉
氏
。
新
旧
文
化
の
コ
ラ
ボ
を
起
爆
と
し
た
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
契
機
に
、
学
生
た
ち
と
地
元
の
方
々

と
の
交
流
が
芽
生
え
、
そ
の
実
は
固
く
結
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
文
化
財
の
活
用
を
通
じ
て
、
人
的
交
流
や
文

化
の
発
信
を
成
功
さ
せ
た
好
例
で
、
何
よ
り
も
地
元
に
活

気
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
た
い
へ
ん
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）

史
跡

重
要
有
形
民
俗
文
化
財

本丸南堀� （写真提供：高崎市教育委員会）

� （写真提供：野木町教育委員会） 

郭馬出西虎口門（復元）

� （写真提供：徳島市教育委員会） 

・活用の例
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購
入
文
化
財
展
／�

�
新
指
定
展

文
化
庁
で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
等
の
貴
重
な
文
化

財
の
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
各
種
展
覧
会
へ
の

出
品
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
各
地
の
博
物
館
等
に
お
い
て
、
文
化
庁
が
近
年

購
入
し
た
美
術
工
芸
品
を
展
覧
す
る「
新
た
な
国
民
の
た
か

ら
」展
を
開
催
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
一
関
市
立
博
物

館
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
美

術
工
芸
品
を
展
覧
す
る「
新
指
定　

国
宝
・
重
要
文
化
財
」

展
に
つ
い
て
も
、
毎
年
、
東
京
国
立
博
物
館
に
お
い
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

文
化
庁
で
は
、
今
後
も
貴
重
な
文
化
財
を
国
内
外
の
展

覧
会
で
積
極
的
に
公
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

組
踊
特
別
鑑
賞
会

文
化
庁
で
は
、
能
楽
や
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
、
歌
舞
伎
な

ど
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
伝
統
芸
能
に
つ
い
て
、

実
演
家
団
体
等
の
実
施
す
る
伝
承
者
養
成
事
業
等
に
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
芸
能
は
観
客
が
あ
っ
て

こ
そ
将
来
へ
の
確
実
な
継
承
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
伝

統
芸
能
の
鑑
賞
機
会
を
充
実
さ
せ
、
そ
の
魅
力
を
多
く
の

人
々
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
公
開
事
業
に
対
し
て

も
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

重
要
無
形
文
化
財「
組
踊
」は
、
沖
縄
県
に
伝
わ
る
歌
舞

劇
で
す
。
琉
球
王
国
時
代
の
音
楽
や
舞
踊
、
工
芸
技
術
等

の
集
大
成
と
も
い
え
、
芸
術
上
・
芸
能
史
上
重
要
な
価
値

を
有
す
る
伝
統
芸
能
で
す
が
、
沖
縄
県
外
で
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成

７
年
度
か
ら
保
持
者
の
団
体
で
あ
る
伝
統
組
踊
保
存
会
と

沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
、
沖
縄
県
外
の
６
地
域
で

組
踊
を
公
開
す
る
組
踊
特
別
鑑
賞
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

工
夫
の
こ
ら
さ
れ
た
解
説
と
と
も
に
組
踊
を
鑑
賞
で
き
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
わ
ざ
と
美
」展

文
化
庁
で
は
、
重
要
無
形
文
化
財
の「
わ
ざ
」と
文
化
財

を
支
え
る
技
術
の
公
開
事
業
と
し
て
、
毎
年「「
日
本
の
わ

ざ
と
美
」展
─
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々

─
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
陶

芸
、
染
織
、
漆
芸
等
の
伝
統
的
な
工
芸
技
術
と
、
そ
れ
ら

の
工
芸
技
術
の
表
現
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
用
具
や
材

料
の
製
作
・
生
産
等
の
う
ち
、
特
に
選
定
さ
れ
た
文
化
財

の
保
存
技
術
を
広
く
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
財

保
護
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

文
化
庁
が
こ
れ
ま
で
に
収
蔵
し
て
き
た
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）と
同
保
持
団
体
の
代
表

的
作
品
や
関
係
資
料
等
の
展
示
と
あ
わ
せ
、
文
化
庁
の
企

画
・
製
作
に
よ
る
工
芸
技
術
記
録
映
画
の
上
映
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。

重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）

重
要
無
形
文
化
財
（
芸
能
）

重
要
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）

新たな国民のたから─文化庁購入文化財展─

� （写真提供：一般社団法人伝統組踊保存会） 

� （会場：島根県立古代出雲歴史博物館） 

� 文化財の保存
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文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン

「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
」は
、
多
く
の
美
術
館
・

博
物
館
や
地
方
自
治
体
等
の
協
力
を
得
て
、
指
定
・

未
指
定
を
問
わ
ず
文
化
遺
産
の
検
索
・
閲
覧
が
で

き
る
サ
イ
ト
で
す
。
多
様
な
文
化
遺
産
に
関
す
る

情
報
の
集
約
化
を
進
め
、
我
が
国
の
文
化
遺
産
の

総
覧
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
に
は
、
文
化
遺
産
の
写

真
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

と
、
全
て
の
文
化
遺
産
の
情
報
を
検
索
で
き
る「
文

化
遺
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」が
あ
り
ま
す
。「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」で
は
、
文
化
遺
産
を
時
代
や
分
野
ご
と
に

閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
連
想
検
索
で
特
定
の
文
化
遺

産
と
関
連
が
あ
る
文
化
遺
産
を
調
べ
た
り
、
地
図

を
使
っ
た
検
索
・
表
示
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た「
文
化
遺
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」で

は
、
文
化
遺
産
の
所
蔵
館
に
よ
る
検
索
や
解
説
文

も
含
め
た
全
文
検
索
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
美
術
館
・
博
物
館
に
つ
い
て
の

情
報
や
、
お
知
ら
せ
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
、「
世
界
遺

産
と
無
形
文
化
遺
産
」、「
動
画
で
見
る
無
形
の
文

化
財
」な
ど
の
特
集
コ
ン
テ
ン
ツ
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

文
化
財
保
護
強
調
週
間

�

（
毎
年
11
月
1
日
〜
7
日
） 

毎
年
11
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
1
週
間
は
、

文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す
。
こ
の
期
間
中
に
は
、

国
民
が
文
化
財
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

文
化
財
所
有
者
や
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
教
育

委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
歴
史
的
建
造
物
や
美
術

工
芸
品
の
特
別
公
開
、
文
化
財
ウ
ォ
ー
ク
、
伝
統

芸
能
発
表
会
な
ど
の
様
々
な
行
事
が
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
に
文
化
財
保
護
法
施
行
60
周

年
を
記
念
し
、
文
化
財
保
護
強
調
週
間
が
よ
り
国

民
に
身
近
と
な
る
よ
う
公
募
に
よ
り
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
し
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー

�
 （

毎
年
1
月
26
日
） 

1
月
26
日
は
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損
し
た

日（
昭
和
24
年
）に
当
た
る
の
で
、
そ
の
日
を「
文

化
財
防
火
デ
ー
」と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し

て
文
化
財
を
火
災
、
震
災
、
そ
の
他
災
害
か
ら
守

る
た
め
、
文
化
庁
、
消
防
庁
、
都
道
府
県
・
市
町

村
教
育
委
員
会
、
消
防
署
、
文
化
財
所
有
者
、
地

域
の
住
民
等
が
連
携
・
協
力
し
て
、
毎
年
全
国
で

文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
1
月
26
日
の
第
63
回
文
化
財
防
火

デ
ー
で
は
、
奈
良
県
奈
良
市
の
唐
招
提
寺
で
、
文

化
庁
長
官
と
消
防
庁
次
長
が
出
席
す
る
中
、
奈
良

市
消
防
局
、
奈
良
市
消
防
団
、
唐
招
提
寺
自
衛
消

防
隊
な
ど
が
参
加
し
、
大
規
模
な
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

文化遺産オンライン（トップページ画像）
http://bunka.nii.ac.jp/

火おこしに挑戦！� （東京都西東京市）
� （写真提供：西東京市教育委員会）

第63回文化財防火デー防火訓練� （唐招提寺）

文化財保護強調週間のロゴマーク

文化財情報の発信

文化財保護の普及や啓発活動
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文
化
財
保
護
条
例
の
制
定

国
と
同
様
に
地
方
公
共
団
体
で
も
、
よ
り
身
近
な
地
域
の
文

化
財
を
保
護
す
る
た
め
に
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
文
化
財

保
護
条
例
を
制
定
し
、
地
域
内
の
文
化
財
を
指
定
等
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
文
化
財
の
管
理
・
修
理
公
開
等
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
補
助
を
行
い
、
地
域
の
文
化
財
の
保
存
と
活

用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
は
文
化
財
保
護
指
導
委
員

が
置
か
れ
、

文
化
財
の
巡

視
や
文
化
財

所
有
者
等
に

対
す
る
文
化

財
保
護
に
関

す
る
指
導
・

助
言
等
を

行
っ
て
い
ま

す
。

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

保
存
と
活
用

昭
和
50
年
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
集
落
や
町
並
み

を
保
存
す
る
た
め
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
市
町
村
が
保
存
地
区
や
保
存
計

画
を
定
め
ま
す
。

国
に
よ
り
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
る
と
、
市

町
村
が
主
体
と
な
っ
て

行
う
整
備
事
業
等
に
つ

い
て
、
国
や
都
道
府
県

の
技
術
的
・
財
政
的
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
市
町
村
に
よ
り

個
性
豊
か
な
歴
史
的
集

落
・
町
並
み
の
保
存
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
化
的
景
観
の
保
存
と
活
用

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地
域
の
風

土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
あ
る
文
化
的
景
観
を
保
存
す

る
た
め
に
、
都
道
府
県
・
市
町
村
が
調
査
を
行
い
、
保
存
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

国
に
よ
り
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
る
と
、

地
方
公
共
団
体
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
整
備
事
業
等

に
つ
い
て
、
国
の
技
術

的
・
財
政
的
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
地
方
公

共
団
体
に
よ
り
地
域
の
生

活
・
生
業
に
根
ざ
し
た
景

観
を
護
り
、
次
世
代
へ
受

け
継
ぐ
取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
の
保
存
と
活
用

全
国
各
地
に
は
か
け
が
え
の
な
い
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
埋

蔵
文
化
財
が
豊
富
に
残
っ
て
い
ま
す
。
各
都
道
府
県
・
市
町
村

に
は
、
開
発
事
業
と
保
存
調
整
、
発
掘
調
査
の
実
施
、
遺
跡
の

保
存
と
活
用
等
の
た
め
に
、
約
6
0
0
0
人
の
専
門
職
員
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
方
公
共
団
体
で

は
、
保
存
さ
れ
た
遺
跡

の
整
備
、
発
掘
調
査
で

出
土
し
た
土
器
等
の
公

開
、
明
ら
か
に
な
っ
た

地
域
の
歴
史
や
文
化
の

普
及
等
を
と
お
し
て
、

埋
蔵
文
化
財
を
活
か
し

た
地
域
づ
く
り
・
ひ
と

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
・
活
用

と
ま
ち
づ
く
り

文
化
庁
は
、
地
域
の
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
あ
る「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」の
策
定
支
援
、
並
び
に

同
構
想
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
文
化
財
を
中
核
と
す
る
観
光
拠

点
づ
く
り
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
土
交
通
省
、
農
林
水

産
省
と
連
携
し
て「
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
」の
認
定
を
行
っ
て
お

り
、
計
画
が
認
定
さ
れ

た
地
域
は
、
歴
史
的
風

致
を
い
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
重
点
的

な
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業

近
年
、
日
本
各
地
の「
た
か
ら
」で
あ
る
多
様
で
豊
か
な
文
化

遺
産
に
つ
い
て
、
適
切
な
保
存
・
継
承
の
必
要
性
と
と
も
に
地

域
活
性
化
に
資
す
る
役
割
が
再
認
識
さ
れ
、
そ
の
積
極
的
な
活

用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業
」で
は
、
地
方
公
共
団
体
が

策
定
す
る
計
画
に
基
づ
き
、

伝
統
行
事
・
伝
統
芸
能
の
公

開
や
後
継
者
養
成
、
古
典
に

親
し
む
活
動
な
ど
、
地
域
の

文
化
遺
産
を
活
用
し
た
特
色

あ
る
総
合
的
な
取
組
に
対
し

て
支
援
を
行
い
、
文
化
振
興

と
と
も
に
地
域
活
性
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

青森県指定文化財五戸町消防団
第一分団屯所
� （写真提供：青森県教育委員会）

亀山市関宿伝統的建造物群保存地区�
� （写真提供：亀山市）

三角浦の文化的景観� （写真提供：宇城市） 

史跡五斗長垣内遺跡での活用イベント（鍛冶
実験）� （写真提供：淡路市教育委員会）

倉敷市における歴史文化基本構想研修会フィール
ドワークの様子

角田市民俗芸能大会で披露される「青葉の
田植踊」� （写真提供：角田市教育委員会）

地方公共団体の文化財保護の取組
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世界の文化財へ
世
界
遺
産

人
類
の
貴
重
な
遺
産
の
継
承
を
め
ざ
し
て

昭
和
47
年
、
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で「
世
界
遺
産
条
約
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値

を
有
す
る
文
化
遺
産
や
自
然
遺
産
を
人
類
全
体
の
た
め
の
世
界
の
遺
産
と
し
て
損
傷
や
破
壊
等
の
脅
威
か
ら
保
護
す

る
た
め
、
国
際
的
な
協
力
及
び
援
助
の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
1
0
7
3
件
が
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
か
ら
は
、
17
件
の
文
化
遺
産
、
4
件
の

自
然
遺
産
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す（
平
成
29
年
8
月
現
在
）。

記載物件名 所在地 記載年 区分

1 法隆寺地域の仏教建造物 奈良県 平成 5 年 文化

2 姫路城 兵庫県 平成 5 年 文化

3 屋久島 鹿児島県 平成 5 年 自然

4 白神山地 青森県、秋田県 平成 5 年 自然

5 古都京都の文化財（京都市、宇治市、大津市）京都府、滋賀県 平成 6 年 文化

6 白川郷・五箇山の合掌造り集落 岐阜県、富山県 平成 7 年 文化

7 原爆ドーム 広島県 平成 8 年 文化

8 厳島神社 広島県 平成 8 年 文化

9 古都奈良の文化財 奈良県 平成10年 文化

10 日光の社寺 栃木県 平成11年 文化

11 琉球王国のグスク及び関連遺産群 沖縄県 平成12年 文化

12 紀伊山地の霊場と参詣道 三重県、奈良県、和歌山県 平成16年 文化

13 知床 北海道 平成17年 自然

14 石見銀山遺跡とその文化的景観 島根県 平成19年 文化

15 小笠原諸島 東京都 平成23年 自然

16 平泉─仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群─ 岩手県 平成23年 文化�

17 富士山─信仰の対象と芸術の源泉 山梨県、静岡県 平成25年 文化

18 富岡製糸場と絹産業遺産群 群馬県 平成26年 文化

19 明治日本の産業革命遺産製鉄・製鋼、造船、石炭産業

福岡県、佐賀県、長崎県、
熊本県、鹿児島県、山口
県、岩手県、静岡県

平成27年 文化

20 ル・コルビュジエの建築作品─近代建築運動への顕著な貢献─
東京都（国立西洋美術館
他6ヶ国） 平成28年 文化

21 「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群 福岡県 平成29年 文化
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石見銀山遺跡とその文化的景観
� （写真提供：島根県教育委員会）

平泉─仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び�
考古学的遺跡群�（写真提供：川嶋印刷株式会社） 

富士山─信仰の対象と芸術の源泉�
� （写真提供：富士市）

富岡製糸場と絹産業遺産群
� （写真提供：群馬県）

明治日本の産業革命遺産　製鉄・製鋼、造
船、石炭産業�（写真提供：「九州・山口の近代化
産業遺産群」世界遺産登録推進協議会事務局）

「神宿る島」宗像･沖ノ島と関連遺産群�
�（写真提供：「宗像･沖ノ島と関連遺産群」世界遺
産推進会議）

厳島神社� （写真提供：広島県教育委員会）

古都奈良の文化財�
� （写真提供：奈良県教育委員会）

日光の社寺� （写真提供：日光東照宮）

琉球王国のグスク及び関連遺産群
� （写真提供：沖縄県教育委員会）

紀伊山地の霊場と参詣道
� （写真提供：和歌山県教育委員会）

法隆寺地域の仏教建造物�（写真提供：法隆寺）

姫路城� （写真提供：姫路市）

古都京都の文化財
� （写真提供：京都市元離宮二条城事務所）

白川郷・五箇山の合掌造り集落
� （写真提供：白川村教育委員会）

原爆ドーム

ル・コルビュジエの建築作品
─近代建築運動への顕著な貢献─
� （写真提供：国立西洋美術館）

� 日本の文化財を�
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無形文化遺産の保護

山・鉾・屋台行事
※国指定重要無形民俗文化財である山・鉾・屋台行事33件をグループ化

無
形
文
化
遺
産

「
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約（
無
形
文
化
遺

産
保
護
条
約
）」は
、
平
成
15
年
10
月
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
、
平
成
18
年
4
月
に
発
効
し
ま
し
た
。

我
が
国
は
、
平
成
16
年
6
月
に
世
界
3
番
目
の
締
約
国
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
8
月
現
在
の
締
約
国
は
1
7
4

か
国
で
す
。

本
条
約
は
、
締
約
国
に
対
し
て
、
国
内
の
無
形
文
化
遺

産
を
特
定
し
、
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
を
求
め
、
ま
た
、

ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て「
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
的
な

一
覧
表（
代
表
一
覧
表
）」及
び「
緊
急
に
保
護
す
る
必
要
が

あ
る
無
形
文
化
遺
産
の
一
覧
表（
緊
急
保
護
一
覧
表
）」を
作

成
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
3
6
5
件
が「
代
表
一
覧
表
」に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
我
が
国
か
ら
は
21
件
の
無
形
文
化
遺
産
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す（
平
成
29
年
8
月
現
在
）。

平
成
28
年
11
月
、
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ（
エ
チ
オ
ピ
ア
）で

開
催
さ
れ
た
第
11
回
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
政
府
間
委

員
会
に
お
い
て
、
我
が
国
提
案
の「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」

が
、「
代
表
一
覧
表
」に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平

成
21
年
に
記
載
さ
れ
た「
日
立
風
流
物
」「
京
都
祇
園
祭
の

山
鉾
行
事
」に
、
31
件
の
山
・
鉾
・
屋
台
行
事（
い
ず
れ
も

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）を
加
え
、
拡
張
提
案
し
た

も
の
で
す
。

「代表一覧表」に記載されている我が国の無形文化遺産（21件）

名　　称 記載年

能楽 平成20年記載
人形浄瑠璃文楽 平成20年記載
歌舞伎 平成20年記載
雅楽 平成21年記載
小千谷縮・越後上布 平成21年記載
甑島のトシドン（鹿児島県） 平成21年記載
奥能登のあえのこと（石川県） 平成21年記載
早池峰神楽（岩手県） 平成21年記載
秋保の田植踊（宮城県） 平成21年記載
チャッキラコ（神奈川県） 平成21年記載
大日堂舞楽（秋田県） 平成21年記載
題目立（奈良県） 平成21年記載
アイヌ古式舞踊（北海道） 平成21年記載
組踊 平成22年記載
結城紬 平成22年記載
壬生の花田植（広島県） 平成23年記載
佐陀神能（島根県） 平成23年記載
那智の田楽（和歌山県） 平成24年記載
和食；日本人の伝統的な食文化 平成25年記載
和紙：日本の手漉和紙技術 平成26年記載
山・鉾・屋台行事 平成28年記載

京都祇園祭の山鉾行事（京都府） 日立風流物（茨城県） 高山祭の屋台行事（岐阜県） 秩父祭の屋台行事と神楽（埼玉県）
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国際交流・協力の推進

国
際
交
流

日
本
古
美
術
海
外
展

文
化
財
を
通
じ
た
国
際
交
流
は
、
互
い
の
文
化
の

交
流
や
相
互
理
解
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

文
化
庁
で
は
、
我
が
国
の
優
れ
た
文
化
財
を
外
国
に

紹
介
し
、
日
本
の
歴
史
、
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
国
際
文
化
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
26
年

以
降
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
含
む
日
本
古
美
術
海

外
展
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
8
年
度
か
ら
は
、
欧
米
で
の
開
催
に

加
え
、
戦
後
50
年
を
機
会
に
ア
ジ
ア
に
お
て
い
も
ア

ジ
ア
友
好
日
本
古
美
術
展
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
、
イ
タ
リ
ア
･
ロ
ー
マ
ク
イ
リ

ナ
ー
レ
宮
美
術
館
に
お
い
て「
日
本
仏
像
展
」を
実
施

し
ま
し
た
。

平成28年度日本古美術海外展「日本仏像展」�
� （於クイリナーレ宮美術館）

ミャンマーにおける考古技術移転に関する拠点交流事業�
� （写真提供：（独法）国立文化財機構奈良文化財研究所）

フィリピンにおけるワークショップ
� （写真提供：（公財）ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所）

国
際
協
力
体
制

人
類
共
通
の
財
産
で
あ
る
文
化
遺
産
を
国
際
協
力
の
下
で
守
る
た
め
に
、
外
国
や
国
際
機
関
と
協
力
し
て
、
研
究
交
流
、

保
存
修
復
協
力
、
専
門
家
の
養
成
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

海
外
の
文
化
遺
産
の
保
護
に
係
る
国
際
的
な
協

力
の
推
進
に
関
す
る
法
律

平
成
18
年
6
月
、「
海
外
の
文
化
遺
産
の
保
護
に
係
る
国

際
的
な
協
力
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
我
が
国
の
文
化
遺
産
国
際
協
力
に
つ
い

て
、
国
や
教
育
研
究
機
関
の
果
た
す
べ
き
責
務
、
関
係
機

関
の
連
携
の
強
化
、
基
本
方
針
の
策
定
等
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
活
動
の
法

的
な
位
置
付
け
が
図
ら
れ
、
国
内
の
協
力
体
制
の
構
築
や

関
係
機
関
の
連
携
の
強
化
に
よ
る
効
果
的
な
文
化
遺
産
国

際
協
力
の
実
施
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

文
化
遺
産
保
護
国
際
貢
献
事
業

紛
争
や
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
文
化
遺
産
の
緊
急

支
援
の
た
め
の
専
門
家
の
派
遣
や
、
海
外
の
文
化
遺
産
保

護
の
拠
点
と
な
る
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
保
存
修
復
事
業

の
ほ
か
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
文
化
遺
産
保
護
担
当
者

を
対
象
に
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
文
化
遺
産
保
護
に
係

る
専
門
家
や
若
手
研
究
者
の
人
材
養
成
を
通
じ
た
国
際
協

力
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
に
は
、
文
化

遺
産
国
際
協
力
を
推
進
す
る
た
め
、
国
内
の
政
府
機
関
、

研
究
機
関
、
N
G
O
な
ど
が
参
加
し
た「
文
化
遺
産
国
際
協

力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」が
発
足
し
、
国
内
各
研
究
機
関
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
情
報
の
収
集
・
提
供
、
調
査
研
究

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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4 	あばれ祭り� （能登町）

21 	さざえ堂

14 	尾道市旧福井邸周辺� （文学記念室）

36 	能島城跡

の土地に物語が生まれる。
へ！ 日本遺産、はじまります。

日
本
遺
産
の
概
要

「
日
本
遺
産（
J
a
p
a
n 

H
e
r
i
t
a
g
e
）」
は
、

地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・

伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を「
日
本
遺
産（
J
a
p
a
n 

H
e
r
i
t
a
g
e
）」と
し
て
文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の

で
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
魅
力
溢
れ
る
有

形
や
無
形
の
様
々
な
文
化
財
群
を
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
へ

も
戦
略
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
54
件
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定
し
て
い
ま
す（
平
成
29
年
8
月
現
在
）。

平成27年度認定の日本遺産（18件）

1 近世日本の教育遺産群─学ぶ心・礼節の本源─ 10 丹波篠山　デカンショ節─民謡に乗せて歌い継ぐふるさとの記憶

2 かかあ天下─ぐんまの絹物語─ 11 日本国創成のとき〜飛鳥を翔（かけ）た女性たち〜

3 加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち　高岡
─ 人、技、心─ 12 六根清浄と六感治癒の地 〜日本一危ない国宝鑑賞と世界屈指のラドン泉〜

4 灯（あか）り舞う半島　能登〜熱狂のキリコ祭り〜 13 津和野今昔〜百景図を歩く〜

5 海と都をつなぐ若狭の往来文化遺産群
〜御食国若狭と鯖街道〜 14 尾道水道が紡いだ中世からの箱庭的都市

6「信長公のおもてなし」が息づく戦国城下町・岐阜 15「四国遍路」〜回遊型巡礼路と独自の巡礼文化〜 

7 祈る皇女斎王のみやこ　斎宮 16 古代日本の「西の都」〜東アジアとの交流拠点〜

8 琵琶湖とその水辺景観─祈りと暮らしの水遺産 17 国境の島　壱岐・対馬・五島〜古代からの架け橋〜

9 日本茶800年の歴史散歩 18 相良700年が生んだ保守と進取の文化〜日本でもっとも豊かな隠れ里─人吉球磨〜

平成28年度認定の日本遺産（19件）

19 政宗が育んだ“伊達”な文化 29 飛騨匠の技・こころ―木とともに、今に引き継ぐ1300年―

20 自然と信仰が息づく『生まれかわりの旅』〜樹齢300年を越える杉並木につつまれた2,446段の石段から始まる出羽三山〜 30『古事記』の冒頭を飾る「国生みの島・淡路」〜古代国家を支えた海人の営み〜

21 会津の三十三観音めぐり〜巡礼を通して観た往時の会津の文化〜 31 森に育まれ、森を育んだ人々の暮らしとこころ〜美林連なる造林発祥の地“吉野”〜

22 未来を拓いた「一本の水路」�―大久保利通“最後の夢”と開拓者の軌跡　郡山・猪苗代― 32 鯨とともに生きる

23 「北総四都市江戸紀行・江戸を感じる北総の町並み」─佐倉・成田・佐原・銚子：百万都市江戸を支えた江戸近郊の四つの代表的町並み群─」 33 地蔵信仰が育んだ日本最大の大山牛馬市

24 江戸庶民の信仰と行楽の地〜巨大な木太刀を担いで「大山詣り」〜 34 出雲國たたら風土記〜鉄づくり千年が生んだ物語〜

25「いざ、鎌倉」〜歴史と文化が描くモザイク画のまちへ〜 35 鎮守府　横須賀・呉・佐世保・舞鶴〜日本近代化の躍動を体感できるまち〜

26「なんだ、コレは！」信濃川流域の火焔型土器と雪国の文化 36 “日本最大の海賊”の本拠地：芸予諸島―よみがえる村上海賊“Murakami KAIZOKU”の記憶―

27『珠玉と歩む物語』小松〜時の流れの中で磨き上げた石の文化〜 37 日本磁器のふるさと　肥前〜百花繚乱のやきもの散歩〜

28 木曽路はすべて山の中〜山を守り　山に生きる〜
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47 	醤油づくり

48 	経島の夕日

� 歴史の声に耳を傾けるとそ
� 文化財は保存から活用の時代

日
本
遺
産
に
認
定
す
る

ス
ト
ー
リ
ー

「
日
本
遺
産（
J
a
p
a
n 

H
e
r
i
t
a
g
e
）」に
認

定
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
次
の
3
点
を
踏
ま
え
た
内
容
と

し
ま
す
。

①
歴
史
的
経
緯
や
地
域
の
風
習
に
根
ざ
し
、
世
代
を
超
え

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
承
、
風
習
な
ど
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。

②
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
核
に
は
、
地
域
の
魅
力
と
し
て
発
信

す
る
明
確
な
テ
ー
マ
を
設
定
の
上
、
建
造
物
や
遺
跡
・
名

勝
地
、
祭
り
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
て
継
承
・
保
存
が
さ

れ
て
い
る
文
化
財
に
ま
つ
わ
る
も
の
を
据
え
る
こ
と
。

③
単
に
地
域
の
歴
史
や
文
化
財
の
価
値
を
開
設
す
る
だ
け

の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

平成29年度認定の日本遺産（17件）

38 江差の五月は江戸にもない�─ニシンの繁栄が息づく町─ 47「最初の一滴」醤油醸造の発祥の地　紀州湯浅

39 荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間�〜北前船寄港地・船主集落〜 48 日が沈む聖地出雲〜神が創り出した地の夕日を巡る〜

40 サムライゆかりのシルク日本近代化の原風景に出会うまち鶴岡へ 49 一輪の綿花から始まる倉敷物語�〜和と洋が織りなす繊維のまち〜

41 和装文化の足元を支え続ける足袋蔵のまち行田 50 きっと恋する六古窯�─日本生まれ日本育ちのやきもの産地─

42 忍びの里　伊賀・甲賀─リアル忍者を求めて─ 51 森林鉄道から日本一のゆずロードへ�─ゆずが香り彩る南国土佐・中芸地域の景観と食文化─

43 300年を紡ぐ絹が織り成す丹後ちりめん回廊 52 関門“ノスタルジック”海峡�〜時の停車場、近代化の記憶〜

44 1400年に渡る悠久の歴史を伝える「最古の国道」�〜竹内街道・横大路（大道）〜 53 米作り、二千年にわたる大地の記憶�〜菊池川流域「今昔『水稲』物語」〜

45 播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道�〜資源大国日本の記憶をたどる73kmの轍〜 54 やばけい遊覧〜大地に描いた山水絵巻の道をゆく

46 絶景の宝庫　和歌の浦
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